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西公民館の体験学習では、昼食時に廃棄を委託

された食品を横流ししていた廃棄物処理業者の

ニュースが話題になりました。 

「廃棄物処理業者があることにびっくりした！」

というお母さんも……。確かに、業者が存在する

ということは、毎日大量の食品が廃棄されること

が前提の世の中になっていることを表わしてい

ます。なんだか考えさせられますね。 

  

年が明けても雪の降る気配がなく、この冬は雪のないまま終わるのかなと思いきや、やっぱりちゃん

と降ることになっているのですね。暴風雪の多かった昨年同様、今後のお天気が気がかりです。 

先日の暴風雪の前日、帰り道に寄ったスーパーでは、空の状態の陳列棚があちこちに見られました。

急速に発達する台風並みの低気圧が接近するという予報を受け、多くの人が事前の備えのため、スーパ

ーやコンビニに駆け込んだようです。3 年前、中標津をはじめ多くの被害者を出した記録的な暴風雪が

教訓になっているのでしょう。「暴風雪の時は、外出を控える」という意識が定着してきた証なのかも

しれません。 

教訓といえば、これも尊い多くの学生の命を奪った先日の軽井沢のバス転落事故。バスの運行会社の

ずさんな管理体制が浮き彫りになっているようです。これまでも、バスの事故が起きるたびに安全面の

最優先が叫ばれてきたはずなのですが……。この事故が、今後の事故防止のための教訓になるには、あ

まりにも大きな犠牲を払ってしまったと言えるでしょう。 

時を同じくするかのように、国民生活センターより、平成 27 年 11 月までの約 5 年間に０～２歳児

の転落などの事故の情報が 1 万 2484 件寄せられたことが発表されました。 

内容は、件数の多いものから「転落」「転倒」「誤飲」「ぶつかる」「接触」となっています。そのうち、

死亡したのは、お湯の残っていた浴槽に落ちた 1 歳児の 1 件のみで、命に危険が及ぶ可能性がある重

篤や重症は 39 件あったそうです。30 の医療機関からの情報ですので、軽度なものも含め情報として

寄せられていない事故は、まだまだあるのかもしれません。 

最も件数の多かった「転落」では、0 歳児が大人用のベッドに寝かせていて落ちるケースが目立って

いたそうです。（「北海道新聞」より） 

生命の安全に関わることについては、油断と過信は禁物です。 

救急救命講習でも学びましたが、乳幼児の死亡原因の多くは、「不慮の事故」です。 

家庭内での事故はもちろん、道路脇に雪の山や壁ができ、見通しが悪い状態になっている今こそ、｢○

○かもしれない！｣という意識をより高くもっていきたいものです。 

    １月すくすく学級参加状況 

 学習者 子ども 合計 

中央公民館 体験学習 ２０ ２８ ４８ 

西公民館 体験学習 ６ ９ １５ 

東公民館 体験学習 ／ ／ ／ 

3 館 おとうさんも ４７ ３７ ８４ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館は、憩いの森を会場に実施しました。 

公民館から徒歩で移動。ソリで移動する子もいましたが、列をなして 

進む様子は、まるで南極探検にでも行くかのようでした（笑）。 

到着すると、早速、「探検文字合わせゲーム」。 

憩いの森の木々にくくりつけられた動物マークのついた封筒を探します。 

総数 64 枚の封筒をすべて探し出したら、同じ動物のマークを集めます。それぞれの封筒に入っている一文

字ずつを並べ替えると、ある言葉や文になるというものでした。 

「あった！」と喜びの叫び（子も母も）が、あちこちから聞こえ、手元の封筒の数も増えていきます。 

並べ替えは、お母さん達の出番。ひらがなばかりだと意外に発想が広がらず、苦戦するチームも！ 

出てきた言葉は、「オリンピック」「しんかんせん」「やまのひ」「１８さい」など 2016 年の話題になるで

あろうものや、「ものまねしよう」「みんなではしろう」の指令など。 

歩いた距離は、それほどでないかもしれませんが、雪を掻き分けならが 

ら、右へ左へと注意を傾け、ちょっとした坂を上ったり、下りたりも……。 

普通に歩くよりかなりのエネルギーを使ったはずです。 

体を使って、頭も使って……、たまには楽しいものですね。 

その後は、ソリ遊び。 

初挑戦の子は、ちょっと渋い顔だったりもしましたが、寒い中でも、お母 

さんが子どもに楽しんでもらおうと、思考錯誤しながら、声かけしたり、な 

だめたり、何度も坂を往復したりと、とにかく一生懸命な姿が印象的でした。 

 ソリリレーも楽しかったですよ。小さな子のお母さんは、割りと慎重にソリを引くのですが、2,3 歳ともな

ると、コーナーで遠心力がかかろうが容赦なし！！ ソリから飛ばされる子続出。それでも、雪のクッション

で大ケガにならないのが冬のよさですね。 

 憩いの森は、実は、ソリすべりの穴場。急な坂から緩やかな坂、短い坂や長い坂まで、敷地いっぱいを使え

ば、いろんな楽しみ方ができます。ぜひ、雪の憩いの森、活用してください！ 

 暴風雪から３日。予定していた会場は雪が深すぎた

ため、急きょ安全を確保した上で、公民館駐車場に高

くそびえる雪山をソリ会場にしました。 

少々風が冷たいかなというお天気でしたが、遊んで

いると寒さを忘れるくらい汗ばんできます。子ども達

も、キャーキャー歓声をあげながら、ソリ遊びや雪遊

びを楽しんでいました。その生き生きとした表情が雪

景色に似合うことといったら！！ 

 「探検文字合わせゲーム」は、駐車場周辺の雪の中

に動物マークのついた封筒が埋め込まれました。 

中央とはルールーを変えて、それぞれ見つけだす動

物マークを決めました。「あっ、ゾウさんだ！」「あれ、

違った」一人あたり 10 枚以上のノルマをしっかりこ

なし、全員無事見つけだすことができましたよ。その

後の文字の並べ替えは、お母さんが頑張りました！！ 

暖かい室内で過ごすのに慣れている北海道の子

は、実は、寒さに弱かったりするのかもしれません。

寒い空気を肌で感じるのも子どもにとって大切な

体験であり、刺激になります。 

 じっとしているとどうしても寒さを感じてしま

いますが、ちょっと歩いただけで意外に体はポカポ

カしてきます。雪道を歩くだけでも十分。この冬、

一日一回は外の空気を吸ってみませんか？ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

午前の外遊びに続いて、午後からは、お母さん 

向けの体験、「フロアカーリング」を実施しました。 

 初挑戦の方がほとんど。 

 ひとまず、フロッカーの送球練習をしてみます。 

 このフロッカー、目標めがけてまっすぐ送球したつもりでも、必ずカーブする仕組みになっているようで

す。その癖を見極めて送球の仕方を工夫しなければいけないのですが、1 時間で習得するのは至難の技。 

 まずは、楽しく体験ということで、「失敗してもドン 

マイ」「うまくいったらラッキー」、そんな空気が自然に 

流れていたのがよかったですね。 

氷上で行われるカーリングとは、ルールが違うところ 

もありますが、相手チームよりも、よりターゲットに近 

づけることを目指すだけ。 

回を重ねるごとに、なんとなくルールがわかってきた 

り、ナイスショットが出てくる度に歓声が上がったりと、 

初めてながらも楽しめた様子でした。 

すくすくルールで、子どもと一緒の送球も、子どもを抱っこしながら送球もＯＫ． 

子ども達の中には、まるで車のおもちゃを扱っているかのような子もいました（笑）。 

送球したターゲットやフロッカーをついつい動かしてしまう子の心理もよ～くわかります（笑）。 

グリーンゾーン（得点圏）に届くのは難しいながらも、上手に送球できる子もいました。 

ゾーンを狭くすれば、幼児でも十分プレーできるかもしれませんね。 

お母さん方がプレーをしている間、子ども達の遊び相手をしてくださったスタッフの皆さん。 

本当にありがとうございました。午前中の外遊びから、子ども達と一緒になって楽しんでくださったりと、 

とても頼もしい存在でした！！ 

 
  まず、おもしろかったのが、チーム決め。ゲーム開始時は 4 人だけだった

ため、「『グーとチーで合った人♪』でどうですか？」と声をかけると、「グー

とパーだったよね」と関西出身のお母さん（３人）。ここでも地域性を垣間見

ました。結局、北海道流のグーとチョキで行ったのですが、たった 4 人なのに

何度やっても 2 対 2 にならないというある意味奇跡的な確率！！ あまりに

合わなさ過ぎて大笑いでした。 

中央公民館での体験を踏まえ、コートをやや広めにして行ったこともありま

すが、ほとんど初心者にしては、なかなかのショットが 

見られました。これも、気軽に楽しめるフロアカーリン 

グの良さですね。 

経験者のお母さんも 1 名。ナイスショットをたくさん 

見せてくれました。奇跡の逆転の回もあり、最後まで接戦。 

あっという間に 1 時間が過ぎました。 

 ゲームの間、子ども達は、フロッカーをいじりたいのを 

がまんして、遊具で遊びながらお母さん達の応援をしてく 

れました。「もういいよ！」の合図で、フロッカーに飛び 

つく子ども達。その表情も生き生きしていました。             

 

 

平成 5 年、十勝管内新得町で季節や天候

に左右されない室内競技として誕生したニ

ュースポーツです。 

「木材の町」の特徴を生かしながら、木製

のターゲットを的に、キャスタ 

ー付きの木製のフロッカーを 

送球し、得点を競います。 


